
・保護者、児童、担任の先生からの相談に応じます。
・担任の先生と連携し、クラスの中に入って、

　児童の支援を行います。

・児童１人１人に合った指導を行います。

東小岩小学校　『特別支援教室』案内

　東小岩小学校の特別支援教室は、この度『さくら教室』という
名前に変わります。この地域の拠点校である小岩小学校から、今
年度は７名の巡回指導教員の先生方が来校され、指導や支援を
行ってくださいます。

　行動面、学習面、人との関わり方や心理面などで、一部のサ
ポートを必要としている児童が、学級での学習や日々の生活に自
信を持って参加していけるように、１人１人のニーズに応じた指
導や支援を行っていきます。

　この特別支援教室は、学習の遅れを補修するためのものではな
く、自分に合った学び方を身に付けたり、自己理解を深めるため
の学習に取り組んでいくことを目的としています。

江戸川区では、平成３０年度からすべての小学校に特別支援教室
が設置されることになりました。

担当の先生と共に学習する。

巡回指導教員　とは

　『特別支援教室』では

※　令和４年度から、特別支援教室の利用期間は原則１年となりました。

さくら教室で校内を移動

みんなと学習する。 週に１～２回、１～２時間程度

　普段は、通常の学級に在籍していて、決められた時間（週に１
～２回程度）さくら教室に来室し、巡回指導の先生と１対１で課
題に取り組みます。

・東小岩小学校には、火、水、木曜日に勤務します。

普段は 決められた時間に

自分のクラスで



・令和元年度より、『心理発達検査結果』が就学支援委員会の必須書類となっています。

　利用するには

・　ゲームのルールや、約束事を守れない。

・　学習や運動などで、部分的な苦手さがある。

・　良く動き廻り、座っていてもじっとしていられない。

・　通常の教わり方では、なかなか理解できない部分がある。

・　家ではよく話をするが、学校ではほとんど話さない。

　まずは、担任の先生、特別支援コーディネーター、巡回指導教員等に

ご相談ください。

・　すぐに怒ってしまう。

・　周りに気を取られやすい。

　こんな子どもが通っています ・　順番が待てない。

・　集中が続かない。

・　友達に関心はあるが上手にかかわれない。 ・　忘れ物や失くし物が多い。

・　途中であきらめてしまう。・　友達の気持ちを理解して行動するのが難しい。

・　行動の順番や一定の生活パターンにこだわる。

・　好きなことが限られている。

・　絶え間なくしゃべる。

特別支援教室の

利用開始
結果の通知

区教育委員会が

行う調査（年５回）

江戸川区立東小岩小学校 特別支援『さくら教室』

電話03（3657）0974

拠点校 小岩小学校 電話 03（3657）1565

特別支援教室直通 電話 03（3657）2521

保護者・担任の

気付き
校内での話し合い・検討
（情報共有・行動観察など）

校内での
支援体制を整える

特別支援教室での

指導の対象ではないと

判断された場合

特別支援教室での

指導の対象と

判断された場合


